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合成メタンの流通に向けた制度等について

⚫合成メタンは、LNG・天然ガスの既存インフラをそのまま活用することが可能であり、LNGと混在した
形で海外から輸入・国内に流通されることになるが、合成メタンの取扱いについてどのような制度、
仕組みが必要か。

⚫合成メタンの認証や環境価値を切り出して流通させる仕組みの検討が必要なのではないか。
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日本からCO2を輸出して海外メタネーションを行い、日本へ合成メタンを輸入する場合
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⚫ 日本から輸出したCO2を利用して海外でメタネーションを行う場合は、国際的なCO2カ
ウントの問題は生じず、国内に閉じたカーボンリサイクル燃料の利用・製造の考え方に準
じた整理が可能。
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【参考】独・ヴィルヘルムスハーフェンにおける合成メタンによる水素輸入構想
⚫ ドイツ北海沿岸にあるヴィルヘルムスハーフェンにおいて、FSRUを利用したLNG及びグリーンガ

スの陸揚げ・国内供給を行うプロジェクトが予定されており、 Tree Energy Solutions 
(TES) 社は合成メタンをキャリアとする水素輸入を計画。

出所：TES社ウェブサイト

(TES社ヴィルヘルムスハーフェンプロジェクト概念図)
(関連報道)

出所：Bloomberg Newsより資源エネルギー庁作成
https://financialpost.com/pmn/business-pmn/how-germanys-
lng-terminals-will-morph-into-green-hydrogen-hubs

https://financialpost.com/pmn/business-pmn/how-germanys-lng-terminals-will-morph-into-green-hydrogen-hubs


4

近年の欧州における気候変動の主な動向

⚫ 2019年12月、脱炭素化と経済成長の実現を掲げた欧州グリーンディールを発表。

⚫ 欧州グリーンディールを推進するため、その後各種関連法制度等を発表しており、
2021年12月にガス関連の法制度である「Hydrogen and decarbonised
Gas market Package」を発表。

◆ 2021年6月、“European Climate Law”（欧州気候法）を発効
2050年カーボンニュートラル、2030年GHG排出量55％削減（2019年比）の達成を拘束力のある目標として法制化。

◆ 2021年7月、”Fit for 55”を発表
欧州気候法で掲げられた目標を達成するための第1弾の政策パッケージを発表。
排出権取引制度（EU-ETS）の改正、炭素国境調整措置（CBAM）、再生可能エネルギー指令（RED）改正等を含む、
12の法制度を提案。

◆ 2021年12月、”Hydrogen and Decarbonised Gas Package”を発表
上記、”Fit for 55”を補完する形の第2弾の政策パッケージ。
欧州域内のガス市場に関わる一連の法案であり、ガス市場規制の改正案（ガス規制）や共通ルールを定めた指令の改正案
（ガス指令）で構成。

出所：令和３年度エネルギー需給構造高度化対策に関する調査等事業
(メタネーションを中心としたCO2カウント等の在り方に関する委託調査)報告書より資源エネルギー庁作成

(近年の欧州における主な政策)



EU：Hydrogen and decarbonised Gas market Package
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⚫ 本パッケージに含まれるガス規制（Gas Regulation）及びガス指令（Gas 
Directive）の改正案では、再生可能ガスや低炭素ガスの認証制度の構築やガスネッ
トワークへのアクセスに対する料金(託送料)の75％免除等を挙げている。

（ ガス規制改正案関係部分抜粋：託送料）（ガス指令改正案関係部分抜粋：認証制度）



メタネーション利用分を含む将来の水素利用量の見通し

⚫ 水素利用の一形態である合成メタンの水素利用量としては、都市ガスの90％を合成メ
タンに置き換えることを念頭に、2050年時点で約1,200万トンを見込む。
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※ 水素の体積当たりの熱量はメタンの約1/3
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※ サバティエ反応で試算

約50万トン

アンモニア利用分
約500万トン
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2030年：既存インフラへ合成メタンを1％注入。

その他の手段※と合わせて5％のガスのカーボンニュートラル化

2050年：既存インフラへ合成メタンを90％注入。（2,500万トン）

その他の手段※と合わせてガスのカーボンニュートラル化

※水素直接利用、バイオガス、クレジットでオフセットされたLNG、CCUS等

年間導入量

2050年：合成メタンの価格が現在のLNG価格と同水準

価格

第６次エネルギー基本計画／グリーン成長戦略における目標

⚫ 2030年においては、既存インフラへ合成メタンを１％注入し、水素直接利用やバイ
オガス等その他の手段と合わせて５％のガスのカーボンニュートラル化を目標としている。
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（参考）2022年4月19日 第7回メタネーション推進官民協議会 資料７より抜粋
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（参考）2020年7月10日 第13回ガス事業制度検討ワーキンググループ 資料７より抜粋


